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研究成果の概要（和文）：薬物乱用から若年者を守るためには正確な薬物の有害性の周知が重要である。本研究では薬
物乱用防止啓発教育の実施向上のため薬剤師等のスキルアップに貢献すべく行った。第１に、ホームページに薬物乱用
防止のため、乱用薬物の情報、乱用されやすい医薬品に関する適正使用の情報、サプリメントやカフェイン等の情報を
提供する。第２に、足立区薬剤師会と連携協定を結び勉強会の開催と啓発活動への参加を行った。第３に、民間薬剤師
研修センター等の講演会やセミナー等への情報提供を行った。

研究成果の概要（英文）：In order to protect young people from drug abuse, it is important to accurately 
understand the hazards and risks of the drug. In the first, we created the drug abuse prevention website, 
which is preparing information of illegal drugs, information of adequately using of psychotropic drugs, 
and information of unfair addition of pharmaceutical ingredients and excitability substances to 
supplements. In the second, we went to participate in workshops of drug abuse prevention by the 
cooperating agreement with Adachi Ward Pharmacists Association. In the third, it was carried out to 
provide information to the lectures and seminars in such as pharmacist training center. These activities 
were carried out making scheme of health educations, which included the proper use of pharmaceuticals, 
and, the prevention of drinking and smoking.

研究分野： 応用健康科学
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１．研究開始当初の背景 
(1)薬物を社会から排除することは不可能で
あり、薬物乱用防止教育に重点を置くよう各
種の教材や指導マニュアルが用意され、全国
で防止教育を実施している。しかし、連携す
る足立区の小中学校では防止教育が半数程
度しか実施できない状況にあり、全国的にも
その状況は同じようである。その一因には指
導者が不足し要望にも対応できない現状に
あり、薬物乱用防止教育の指導者を増すこと
が急務である。各校には学校薬剤師また健康
関連教員がおり、その未参加・未経験者は健
康に関するバックグランドを有するため、指
導に必要な能力を効率的かつ短時間に習得
することができる。更に、中学校や高校では
くすり教育を完全実施するようになり、薬物
乱用に加え医薬品に関する薬学教育が求め
られている。ところが、薬剤師は児童生徒と
の教育能力が不足して敬遠する傾向が強く、
また、保健体育や養護の教員はくすり教育へ
の基礎知識が不足して負担となっている。 
そこで、それぞれに不足する指導力とくす

り力を中心に補完するようなプログラムと
養成システムを構築し、薬物乱用防止教育を
充実するように努める。 
(2)本研究は足立区薬剤師会会員が聞いた講
演において、医療少年院に収監されている少
女が「一度でもこんな話を聞きいていればド
ラッグには手を出さなかった」との話を聞い
たことが、今回の直接的な研究のきっかけと
なっている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は『「薬物乱用防止の話」を

１回でも聞いたことのある児童・生徒を１人
でも増したい』の願いにある。先行基盤研究
において薬物乱用防止教育を補完する違法
ドラッグ毒性情報を活用した教材/資料を作
成した。しかし、足立区では薬物乱用防止教
育の指導者不足により小中学校の約半数し
か実施できてない。そのため、防止教育に未
参加の学校薬剤師や保健体育また養護教員)
に、医薬品や健康教育の専門家に不足する部
分を補完することが指導者養成の良策と考
えられる。 
そこで、新規乱用薬物の情報に加え、実施

が始まったくすり教育を意識し、薬物乱用防
止教育を実施できる指導力とくすり力が身
に着けられるように、薬剤師と健康関連教員
に向けた指導者養成に関する応用研究であ
る。これにより、「おどし」の予防教育では
なく、「いのち」の思考教育である薬物乱用
防止教室を１校でも多く実施することを目
指すこととした。 

 
３．研究の方法 
(1) 乱用薬物等の基礎的化学分析に関する
測定方法は、健康食品やビバレッジ型に含ま
れるカフェインや医薬品成分は既報を参考
に、薄層クロマトグラフィー、液体クロマト

グラフィー及び赤外吸収スペクトルなどを
用いて確認定量を行った 1-3)。 
(2)カフェインのマウス行動に及ぼす作用に
関する検討は一昼夜絶食したddy系雄マウス
にゾンデを用いて検液を経口投与し、行動を
観察した。マウスの観察は行動観察箱に 1ず
つ 30 分間目視的に中枢神経作用を自発運動
や探索行動を指標として、行動薬理学の評価
方法に準じてスコア―化した 4)。投与に用い
た検体は、水を対照として、カフェイン及び
ガラナを懸濁液とした。 
(3)違法ドラッグの情報収集 
(4)動物実験及びアンケート調査等に関する
倫理規定は、それぞれの大学において動物実
験倫理委員会及び人に関する倫理委員会等
の承認を得て行った。 
 
４．研究成果 
本研究期間 3年間、違法ドラッグはその危

険性を明確にするため危険ドラッグと呼称
が改められた。これらの乱用者による死亡事
故を含む交通事故や事件が多発し、マスコミ
でもが大きく取り上げられた。そのため、厚
労省及び警察庁は、危険ドラッグに対する規
制を厳しくなり、国内では店舗のだけでなく、
web 上でも簡単に入手することができなくな
るまでになった。我々の研究班では危険ドラ
ッグを購入することが困難となった。 
近年、薬物乱用者には麻薬や覚せい剤など

の規制薬物に対する抵抗感があり、規制され
ていない危険ドラッグや医薬品を用いる傾
向がある 5)。しかし、危険ドラッグに対する
規制が効果を上げた現在、以前から問題にな
っていた医薬品、特に、向精神薬の乱用が顕
在化する可能性が高い。そのため、医薬品乱
用への啓発活動が以前に増して重要となっ
ている。更に、海外においてカフェインを多
量に含むサプリメントが流行っており、米国
では死亡者も出ている。わが国でも平成 27
年 11 月にカフェインの多量摂取により死亡
者が出るような事件が発生している。薬物乱
用を取り巻く環境は大きく変化し、新規薬物
に対する情報入手や提供もその状況に対応
したものに変更する必要が生じてきた。 
そこで、本研究では危険ドラッグに関する

検討では危険ドラッグを入手して製品内容
などの化学分析や生理作用等を行わず、構造
活性相関等を中心に行った。乱用薬物に関す
る検討では、医薬品及び医薬品成分、また、
カフェイン及びカフェイン含有植物を含有
する製品等を対象に化学分析や生態影響な
どを検討することに変化させることにした。 
（１）薬物乱用防止教育への基礎的実験に関
する検討： 
１）健康食品に不当に添加された医薬品成分
の論用実態の調査結果。店舗購入検体はキャ
ンドルブッシュを表示された健康茶のみを
調査したが、医薬品成分は検出されなかった。 
ネット販売では痩身を標榜し、広告に有効性
や体験談のある製品を購入した。ネット購入



検体ではリストアップした 30 検体では購入
することが出来なものは 18 検体のみであっ
た。そのうち、15 検体に対象とした医薬品成
分（下剤、食欲抑制薬）では、フェノールフ
タレイン、フェンフルラミン等の中枢性食欲
抑制薬が検出された。また、対照とした若年
層に呈する調査では、購入経験は女性が男性
の 3倍程度であった。購入方法では口コミや
ランキング等の身近な情報をもとに店舗で
製品を確認して購入するケースが最も多か
った。次に、ネットや通信販売を利用した購
入方法が多かった。購入では広告等の情報を
もとに購入するケースが多かった。今回の調
査では個人輸入による購入はいなかった。調
査人数が少なく部分的になるが、若年層の意
識の傾向を把握できたと考える。 
２）カフェインの有害性に関する動物実験及
びカフィン含有健康食品等の実態調査。 
本実験では目視的に行動観察を確立するた
め、歩行数や立ち上がり数に加え、マウスの
症状を加味することにより、行動観察装置を
用いずに行動観察を可能にした。この方法を
用いて、マウス行動に及ぼすカフェインやガ
ラナの影響を検討したところ、自発運動や探
索行動の抑制、各症状の発現やその程度は、
ガラナよりカフェインの作用が強いことが
認められた。近年、カフェイン含有の飲食物
等が、有益性のみが大きく誇示され、販売さ
れている。しかし、本実験で明らかになった
ように、カフェインとガラナでは中枢神経作
用のあらわれ方が異なっている。ドリンクや
サプリメントでもカフェインの含有量や原
料により、同一表示でもカフェインの由来や
含量が製品により異なっている。カフェイン
の含有量のみに着目するのではなく、商品の
成分表記を確認する等して注意を払い、危険
性を回避する必要があった。今回の検討では、
ガラナ表示のあるビバレッジを購入したが、
リストアップした検体のうち半数の7検体の
みが入手できた。ガラナと表示されているも
のでも植物ガラナ種子に認められるカフェ
イン以外の夾雑物の存在が確認できない検
体が３検体あった。これらの結果を総合する
と、原料の由来等が確認できないことが多く、
同様の表示であっても使用する場合には注
意が必要であることを周知することが実験
的にも示された。 
（２）禁煙教育のための基礎的研究と情報科
学的研究。 
シンナー乱用例では、タバコ吸引経験のない
少年だけが、仲間からの誘いを断ってことが
報告されている。それ以外にもタバコがドラ
ッグ類への入門薬とは言い切れないが、喫煙
は薬物への障壁を下がる状況と関連性が指
摘されている。更に、中学生における喫煙、
飲酒は、有機溶剤乱用と強い関係を有してい
ると推定され、中学生における喫煙と飲酒の
一部が有機溶剤乱用開始ないしは継続への
「ゲイトウェイ」になっている可能性が高い
との報告がある 6)。本研究では分担研究者を

中心に、ゲートウエィドラッグと喫煙を位置
づけ、効率的な禁煙教育を確立するための検
討を行った。実験科学的な検討では喫煙時に
おける副流煙中に含まれる成分を測定した。
また、喫煙シーンが未成年に及ぼす影響が少
なくないことを示しているが、テレビ等にお
ける喫煙シーンの減少や適切な禁煙教育を
実施するための資料作りと講義に関する検
討を求めた。小中学生から教育の実施が効率
的な教育となること、また、「おどし」では
なく、正確なたばこに含まれる有害物質の情
報を理解させることを主眼とした教育が求
めたれた。 
（３）医薬品適正使用に関する調査及び薬剤
師教育に関する問題点の摘出 
医薬品の乱用は規制薬物や危険ドラッグと
は異なり、在宅での治療や介護を受けている
ため、睡眠薬や抗不安薬などの向精神薬の残
薬の適切な取り扱いも考慮すべき問題とな
る。そのため、適正な処方量などの日常業務
が開業薬剤師の薬物乱用防止になることを
認識されるような教育が必要となっている。
本研究班でも薬学部実務教育を担当する分
担研究者を中心に、開業薬剤師をはじめ薬学
生を含めた医薬品適正使用による薬物乱用
防止の教育プログラムを作成するための検
討を行った。 
（４）各種の薬物乱用防止啓発活動 
薬剤師への啓発活動： 
薬剤師会との連携による薬物乱用情報の

提供のみならず、医薬品の適正な使用のため
の乱用薬物の最新情報と関連する健康食品
の問題点等を、新任の薬剤師での教育カリキ
ュラムに組み込まれた。 
学校における啓発活動： 
 本学では生命科学科のみで行われていた
が、順次、看護学科や上野原キャンパス生命
環境学部で年間 1回の飲酒、喫煙を含めた薬
物乱用防止啓発教育が行われた。医療科学部
では身近に存在する医療用医薬品への対応
等も含めた教育を行った。また、依頼のあっ
た学校からは薬物乱用防止教室を、児童生徒
の実態を直に確認するためにも開催した。 
本研究班が実施した薬物乱用防止活動： 
平成 25 年度 薬物乱用防止啓発活動スター
トアップ検討会、2013 年 10 月、本学． 
井上みち子、医薬品適正使用に関する情報提
供（過量服用や医薬品乱用の問題点を臨床知
見から） 
宮澤 眞紀、新規乱用薬物の最新情報につい
て～違法ドラッグ（いわゆる脱法ドラッグ）
を中心に～ 
西澤 啓子、足立区薬剤師会における薬物乱
用防止啓発の実態 
本研究班における方針とともに、薬剤師会と
の連携による啓発活動への情報提供を開始
した。 
平成 26年度 薬物乱用防止教育勉強会、2015
年 1月 東京．薬剤師会から現状及び要望の
収集を行った。 



平成27年度 薬物乱用防止教育勉強会、2016
年 1月 東京．小活性を対象とした医薬品教
育のテキスト対する課題と既存教材を用い
た学習を行った。 
（５）成果公表方法 
今回の研究では取り巻く環境が大きく変化
し、当初の違法ドラッグの新規情報や乱用薬
物への教育の対応などにも変化が要求され
る状況にあった。本研究では得られた乱用薬
物や県境青中心とした教育などのあり方も
状況に対応したものであるために、成果を順
次、公表することが適切と考えられ、ホーム
ページを作成することとした。当初、研究班
内で作成し、公開を試みたが、技術的な問題
で大幅に遅れ、研究機関後半から作成を委託
することとした。内容は 1)薬物乱用防止では、
薬物情報や併発活動のための情報提供、また、
資料/教材、2)医薬品適正使用のページを設
け、医薬品の乱用を対象とした内容とした。
3)健康食品のページを設け、サプリメントや
健康食品に含まれる医薬品成分だけではな
く、食品成分と考えられるカフェインに関す
る情報提供や多量摂取への危険性を、大学生
の目線からの発信を目的とした内容も含め
た。現在、危険ドラッグの情報提供では既存
薬物や医薬品との関わりを含めた情報を総
括したものを限定した形式で発信できるよ
うにする予定にある。 
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